
50 IHI 技報　Vol.54  No.1 ( 2014 )

1

2.　GEOCUBE（ジオキューブ）工法の特徴

2. 1　施設の構成

本工法における施設は，貯留構造体・シート・付帯施設
および基礎から構成される．さらに，適用するシートによって 3
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ピードで荷重を加えていき，破壊するまでの荷重と
変位を測定した．試験は均一性を確認するため 3 体
とした（第 16 図）．
試験結果を第 5 表



57IHI 技報　Vol.54  No.1 ( 2014 )

試験状況を第 17 図に，試験結果を第 18 図および
判定結果を第 6 表に示す．
鉛直方向圧縮クリープ試験結果から，載荷時間と
変位の近似式を。
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法で求め，50 年後 ( 438 000 h ) の保持強度を求めた
（第 24 図）．

3. 3. 3　性能の評価

鉛直および水平方向の圧縮クリープ試験に基づき 50 年
後のクリープひずみを推定した．その結果，クリープひず
みは許容値の 1.0％以内であることが判明した．したがっ
て，地表面に段差が生じるなどの日常生活への悪影響はな
いものと考えられる．
また，50 年後に第 3 次クリープが発生する引張応力は，
第 3 次クリープ試験結果から 6.81 N/mm2 と推定された．
一方，貯留構造体に発生すると推定される引張応力は，
FEM 解析より最大で 6.55 N/mm2 であると推定された．
このため，長期クリープに対しても安全と考えられる．

3. 4　地震時の安全性検討

3. 4. 1　必要とされる性能

地震による貯留槽の陥没や機能停止を防止するため，耐
震性を確認した．すなわち，構築された地下貯留槽がレベ
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